
 

 

 

 

 
 

みんなが幸せであるために 
校長 田中伊礎子 

学校における「いじめ問題」が社会問題として認識されるようになったのは 1980

年代と言われています。遠い昔から「いじめ」そのものはありましたが,いじめが原因

で,子供が自殺する事件が起きたことがきっかけとなり,マスコミでも取り上げられ,学

校での対応のまずさも指摘されました。1985年度からは文部科学省による「いじめ

の状況調査」が行われており,すでに 40年近くが経つところです。 

いじめは絶対にいけないこと,無くさなければならないこと,ということは子どもだって知っていること 

なのに,なぜいじめはなくならないのでしょうか。 

みなさんはいじめの経験者ですか?加害者,被害者だけでなく傍観者(いじめに直接は関わっていない

けど,見たり聞いたりしたことがある)も入りますから,多くの大人が経験者になるのではないかと思います。

いじめの被害者は自分の被害経験を詳しく覚えているけれども,加害者はあまり覚えていないという調査

結果がありますので,私たちは知らないだけで実はどこかで加害者だったことがあるかもしれないですね。  

実は,ほとんどの人がいじめの経験者だということがいじめの対応を難しくしている,という指摘がありま

す。経験があることがなぜうまくいかない原因になるのか,それはそれぞれの人の経験の中身が違うからだ

というのです。ある人はいじめられても,それに負けなかったという経験を持っているかもしれないけど,別な

人はひどく傷つき人間不信に陥ってしまったかもしれない,生きていけないと思い詰めたかもしれない。そう

すると,それぞれの人の意見は全く違うものになりやすいということです。 

特に学校の先生は子ども時代に深刻ないじめ被害に遭わなかった人がこの職業を選んでいる可能性

が高いので,子どものいじめに対して,先生たちが自らの経験則を使うと,「それくらいのことで気にするな」

などと対応してしまう心配があるということです。このことは,私も自戒しなければいけないと思っています。 

いじめはそのときだけのことではなく,将来にわたって負の影響を与え続ける場合も多くあります。精神的

な傷がうつ病やパニック障害などにつながったり,人間不信から引きこもりの状態が続く

ということもあるのです。加害者も実はなにかしらケアが必要だったかもしれません。 

いじめを認知した場合に早急に対応することはもちろん大切ですが,いじめが起こらな

いような温かい雰囲気の牧之原中を生徒の皆さんで作っていきましょう。 

 

 

 

 

        牧之原中学校 学校だより 

令和 6 年 6 月号          
【牧中ブログ】 

学校ではいじめに関するアンケートや,生活の記録での担任とのやりとり,また日常生活での会話など

から,いじめ問題が発生していないかを,毎月確認しています。いじめの認知がゼロだった月は,保護者の

皆さんにお知らせしますので,気づかれたことがあれば,学校にご連絡ください。 

◇ 牧之原中では 4月の認知件数がゼロでした。 



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 ５月２３日生徒総会が開かれました。上記が前期生

徒会スローガンです。４つの専門部から活動の反省と

今年度の活動計画，学校生活における意見等が協

議されました。生徒会長の国師茄奈里さんは「生徒

が楽しく過ごしやすい牧 

中を目指し，目安箱の活 

用等活発にしていきたい」 

と語ってくれました。自浄 

作用の働く生徒会を期待 

します。 

We can do it ～新時代を切り開け～ 

 

 

 

  ６／２（日）ＰＴＡ保体環境部長の田村 

さん，副部長の濵口さんのもと、各学年で 

プール清掃，除草等の作業をしていただ 

きました。保護者，学校応援団，ぼっけも 

ん会による高木の伐採，乗用除草カート， 

高圧洗浄機，ショベルカーと業者さなが 

らの取組は，誠に見事で，大変ありがた 

かったです。 ８５％を超える保護者・生 

徒の出席率に感謝です。                             

 

 

 

 

 

 

お疲れ様でした。  ～ ＰＴＡ美化作業  ～ 

 

 

６／４～６日にかけて姶良・伊佐地区総合体育大

会が行われました（右記結果）。野球部主将，

下片野くんは「6 人で頑張った成果が出せまし

た。負けましたが，牧中で野球ができたことや地

域の方々に感謝したいです」と語りました。 

 

        

 

認め合い 学び合い 未来に向かって 力強く 駆け上がる牧中生 

よくがんばった ～３年間の絆～ 

 

 
○ ７月 １日（月） 租税教室３年 
○ ７月  ４日（木） 学校保健委員会・授業参観 
                 学級ＰＴＡ・ＳＣ永田先生講話 
○ ７月 ７日（日） 英語検定二次試験 
○ ７月 ８日（月） 薬物乱用防止教室（１年） 
○ ７月 ９日（火） ふるさと貢献学習（各地区） 
○ ７月１０日（水） フレッシュ研修他校種参観 
               （牧之原特別支援学校より来校） 
○ ７月１２日（金） 音楽のつどい 
                学校評議委員会 
○ ７月１４日（日） 県民の日 
○ ７月１９日（金） 終業式 大掃除  
○ ７月２０日（土） 青少年育成の日 
○ ７月２１日（日） 家庭の日   
○ ７月２１日（日） 水難事故防止運動強調期間 
              （県下全域～８月 31日） 
○  ７月２２日（火） 県総体（弓道競技男子） 
○７月２３日（水） 県総体（弓道競技女子） 
○７月２４日（木） 県総体（剣道競技女子） 
               

７月の主な行事予定（変更もあります） 

 

すごい！ 

職人の技 


